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概要および調査対象

調査・解析の流れ

各用途に使用されるアルミニウム合金材料の破損原因を調査し、問題解決を支援します。

アルミニウム合金材料の破損原因調査

Cat.No 3E3J-048-00-190131

● 概要
_アルミニウムは、軽量、耐食性、熱伝導性、接合性、加工性などの多くの優れた特徴を有していることから、自動車、航空、
鉄道、船舶などの輸送分野をはじめとして建材、電気・電子部品、容器類などあらゆる分野で使用されています。
_当社では鉄鋼材料で培った技術および多種多様な設備を駆使し、アルミニウム製品に発生するさまざまな不具合や損傷ト
ラブルに対して、お客様の問題解決をサポートいたします。

● 調査対象

・ワイヤなどの微小部品から、大型構造物まで調査・解析いたします。

・アルミニウムの溶接部材についても破面観察、組織観察が可能です。

・一般的に調査が困難なアルミニウムダイカストや鋳物についても対応可能な場合がありますので、ご相談をお待ちしております。

破面観察、組織観察事例（アルミニウム合金A7075部品の例）

劣化、損傷トラブル発生 背景、不具合状況のヒアリング

目視による外観観察（調査方法立案）

各種調査

● 破損原因調査

・破面SEM観察

・破面近傍断面組織観察

・異物等のEDX定性分析

● 材料特性評価

・化学成分分析

・金属組織観察

・硬さ測定

・機械試験（引張、衝撃等）

● その他

・寸法測定、構造強度解析、疲労試験、再現試験等

お客様のご要望と損傷状況に応じて調査項目を検討いたします

さまざまなアルミニウム応用分野

調査報告

・各種調査に基づき、破損原因を推定しご報告

いたします

・再発防止策をご提案いたします

延性破壊の破面 疲労破壊の破面

金属組織観察例（光学顕微鏡）破面観察例（SEM）

5μm 2μm 25μm


